
第 ■ 学 年 技 術 ‐ 家 庭 科 学 習 指 導 案

日 時  : 平 成 15年 10月 1日 (水 ) 5校 時

生 徒  : 1年 B組  男 子16名 女 子14名 計 30名

指撃 た 宮古市立津軽石中学校 教諭 坂 本 純 子

(家庭分野 A生 活の自立 と衣食住)1 題 材 名 食 材 に こ だ わ る

2 題 材について

(1)軸    ′

中学生は生産の健康を支える身体をつくるためにもきわめて重要な時期である。しかし、今田の日本の食を

取り巻く状況をみると、いつでもどこでも簡単に食べられる食品が多く出回り、食欲にまかせて食べる子供

も増えてきており、その影響は健康面だけでなく精神面にまで及んでいると言われている。また輸入製品やエ

場製品としての食品のヤE濫は、食としての本来の姿を失わせ、季節感や地域性もなくしてきてしまった。

このような食を巡る状現の申で、通切な― のあり方を学ばせ、身につけさせることは、生活の自立のた

めにはもちろん、牛済にわたり健康な生活を送るためにも言喜とことである。特に加工食品に使用されている

食品添加物につL卜ては、健康に関わる:きまざまな問題が取り上げられているにもかかわらず、それを意識して

食晶― しようとする頃同はあま
iり

みられない。

そこで、自立した滴費者の―Aと して、食品の安全能(加工食品の表示の見方、食品添加物の種類など、常

,輯弄じもヽ知識・情報を知ることの必要性↓■気づかせたい。そして、自分の食生活に応じた適切な食品の選択と

滝入の方法を身につけf有害な合品から身を守り、本当に豊かな食生活を求める態度を養いたい。

1 2 1 -

生徒たちは、知 熊  「食いこ関する学督への興味酌心は高く、授業に対しても意欲的に取り組鵡

カラ い。また、事前のアンケー トでは、調理方法とともに栄養に関することを学びたいという生徒も目立!ち、

健康に対しその釣いも高いことがわかった。現代社会では大人も子どもも健康そこ対する不安が大きいが、本校

の生徒たちざ予想以上に健康に粛わる学習に興味を示している。しかし実際には、食べたいものやおいしきで

食品を選ぶ傾向があり、自ら意識して食生活に気をつけている生徒はわずかであった。食品の購入の際だも消

費期限や宿野に注意するものの、どのような材料が使われているかを意識して選択することは少なく、マス平

ミがら流れる情報はなんとなく目にしてはいるが自分の体のために本当に必要なおのは何であるかを意識して

生活していないこともわかっ角掛

そこで、加工食品についてめ学習を行い、現注の食生活の問題点について考えさせることにより、自分たち

の食生活のあり方を改善していこうとする態度が育つと考える。   1

( 3 ) ゃ評  . .
わたしたちは日常的に食晶添加物を採り続けているが、体に対してどのような影響を及ぼすかはまだあきら

かにされていない部分も多い。しかし、摂取の仕方によっては発ガン性が指摘され、染色体への異常やアレル

ギー疾員 との関わりも取り沙汰されている。そこで、実際に食べている食品にはたくさんの食品添加物が使用

されていることに気づかせ、食品添加物の量や種類の違いのある食品を実際に見たり、触ったりして、いろい

ろな観点から比較させることで問題点について考えさせたい。そして自分の健康を守るためには食品表示から

得られる情報を活用することが大切であることに気づかせ、自分の意思でよりよい食晶を選択 していこうとす

る岳度を養いたい。

- 4 8 -



3 題 材の目標

・身近な食品に抑いを持ち、用途に応じて適切に選択しようとする。   断 や技術への関卜・意欲・良郭穀
・食品の選択について学んだ知識と技術を活用して、適切な食品の選択方法を考えることができる。

断 を工夫し創造する能力】
'用途に応じて適切に生鮮食品や加工食品を選択てぎるも                  酪 の技能】
・身近な食品の品質を見分ける観点について理解している。       酪 や技術についての知識 。モ朝細

4 指 導計画と評価規準    食 材 に こ だ わ る 。 ・'5時 間

5 器 の騨

位) 目 標

① 食 晶添加物について抑 いを持ち、適切な食品を選択しようとしている。      凹 詩齢切齢・部・鋼

② 食 晶添加物の安全とと問題点を理解している。                  幽 謙齢につい0据 ・鞠

③ 食 品添加物の知識を生かし、適切な食晶選択をする観点を考えることができる。   箇 舶煎観銘鯛

学 習 内容 輔 学 習 目 標 評 価 規 準 未 達 成 の場 合 の 手 だ て

鋒 品の

選び方を考

えよう

生鮮食品の特徴

を理解し、食品
の適切な選び方

を考えようとす
る

釣 の良否雑 HEIM、箱生

などの観点から考え、見分けようと

する。   【 関心 ・意欲 ・環艶懇

鋒 品の品質の見分け方や選び方
の観点をまとめ発羨することができ

る。         【 知識 ・理韓期

具体的な比較のポイントを苺 。

グループで話し合わせ、他の意

見を聞かせながら考えをまとめ

させる。

泣ロコ銘晶に

ついて知ろ

う

食品表示につい

て抑bを持ち、

離 を貯 る
ことができる。

・食品表示 ・マーク (原料や全品添加

物、栄蓑成分、品質保持期限など)

を調べヽその意味を読み取ることが

できる。     酵 輯食・理解】

・実際の食品を見せて読犯 らせ

る。更にその後の学督の中でも

繰り返 し取り上げていく。

食品添加物の種

類や使用目的に

ついて理解する

ことができる。

・食品添加物の種類や使用目的につい

て田探している。 酸 碍体 瑠

,実際の食島を提示し使用目的が

具体的にイメージできるように

する。

加ロコ亀晶の

選び方を考

えよう

ｌ

　

　

　

（
本
時
）

食品添加物の安

全と と問題点を

理解し、加工食

品の選び方を考
えることができ

る。

効 について酌いをもち、道

切な食品を選択しようとしている。

【厚母い。だ難X・調

食畳添加物の安全性と問題点を理解

している。    酸 漏長・盟

食品添加物の知識を生かし、適切な

食品選択をする観点を考えることが

できる。     【 創顛

・話 し合いに参加できない生徒に

は、他の意見を確認させながら

自分の考えを持てるようにする
・これまでの学習のポイントや話

し合いの様子を想起!させる。

安全でおい

しい食品を

選ぼう

1 実際の調理実酒
にj琶した館 を

考え選択するこ

とができる。

・生活の状況に応じた加工食品の適切

な利用と選択を考えることができる

rell――
・目的や用とに応じ、栄養や価格、調

理の操 球 環挙卜の配慮など

の諸条件も考慮し、道切に食品を選

択することができる。  【 技輝】
・羽理の種顎や目的に合う食品を、月

途に応じ王夫して適切に選択する。

惨頓

=具体的な生活の場をイメージさ

せ、選択のポイントを示す。

・実際の調理実習の計画を立てき

も、比較するものを示 しながら

選択させる。
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像) 展 開

過
程 学 習 内 容 指導上の鎌 点、、諭  (☆)

導

入
　
　
　
　
　
１０
分

無果汁のジュースと果汁100%のジュース
を飲み比べて、どちらのジュースを購入 し
たいか考える。

それぞれのジュースの原材料を知る。
E無果汁ジュースの材料]  ・
水、秒糖、クエン酸 個鉢料)
オレンジエッャンス (香料)
赤色 L02号 責色4号 (着色料)

学習課題を確認する。

班ごとに購入 してきた食品と準備してあ
る食品を比較して、どちらを購入したいか
をいろいろな視点から考える。  (1弱 )

・表示のない二っのビンにジュースを入れ、班ごとに配布してお
く。それぞれをコップに注いで、見た目と味からどちらの食品
を選ぶか、自分で判断させる。理由も発表させる。

・無果汁ジュースの材料を実際に見せる。実際の食品でもよく使
用されている食品添加物であるが、生徒にとつてはそれを目に
することはほとんどない。オレンジを使用 しなくてもオレンジ

あ墨乏獣場緩経繁脇逢奮羅統主理鉢
出させる。

・ほとんどの生徒が味のよさから果汁入リジュースを選択するで
あろう。しかし、実際に食品を購入するときには、味は確かめ
られない。食品を購入するときにどんなことに注意していく必
要があるのかを学習することを確認する。

・二つの食品の色、外観、価格、消費期限、原材料について比較
させ、食品添加物の量によって違いがあることに気づかせる。
その食品添加物が使用されてぃる目的についても憲起させなが
ら、どちらの食品を選ぶかの目安にさせる。

☆ 食品添加物について抑いを詩ち、通切な食品を選択
しようとしている力、    醸 心 ・意伊Ⅲ 漠難ヨ

(観察、学習プリント)

B緊
ミ盲が5る赤名な騨 掻戦 孫穀 香

整理する。

・

護 岳章 勢 鼈 う 零 静 雪発 聞
ないことも多く、いるいをな実験がされていることも知らせて
おく。

岳R殿 皆譜と万鸞 獣 縛 諮 8寮 覇 看進 歩穐
択していくことが消費者として大切なことであることを実患き
せたい。

☆
素嬰盟g標警空技勘準閣籠蒼

じ拝義 増 プリント)

展

開

覇
分

:ウィンナーソーセージ  梅 干し,
'マーガリン  ス ポーツ飲料  i
iカップラーメン  ふ りかけ  i

班ごとにどちらを購入したいかとその理
由を発表する占         (1研 )

食品添加物の取りすぎによる体への影響
について知る_         (動 )

・ 三 種類以上の相互作用によって発ガン
佳物質ができるものもあること

。 自 然昇になもヽものが使われていること

賭襲縫素辞盟積を暑
合の体

・ 平 均 1日 IOgを 操収 しており、体お
に残るものもあること

安全な食品を選ぶためには、どんなこと
に気をつけたらよいかを考える。 (研 )

:畳 諮 嬰 繁 描 軽 賛 ど
こと

‐いろいろな齢 を活用すること

終
　
一本
　
　
５
分 次時の学習 について確認する。

,実際にDEEE食品を購入する際に、どんなことに注意していきた
いがを自分なりの言葉で発表させたい。

: ☆  食 品添加物の安全性と問題点を理解 しているか。
酸碍い 理解】 (学習プリント)
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13)評 価規準ど判断基準

t 4 1 棒調

判断基準

諭 雛

A : 十 分 満 足 で き る B:お おむね満足できる C :努 力を要す る

倶 体的な対応。手だて)

①食品添加物について

関心を持ち、適切な

食品― しようと

している。

【酌い。責欲 ・醐

班の話し合いに積極的に参

加し、自分の考えをまとめ

ながら、いくつかの観点を

嫉 しようとしている。

班の話し合いに積極的に参

加し、自分の考えを発表し

ようとしている。

(観察 ・学習プリント)

話し合いに消極的である。

(他の考えを聞かせ、それ

についてどう思うかを考え

させながら、話し合いに参

加できるよう支援する。)

②食品添加物の安全性

と騨讃勇点郭 して

いる。

【 知 訴 調 : ・ ] 聾撃 課 駆

食品添加物の必要性も理解

した上で、安全性や間題点

についていくつか指摘でき

る。

全品添加物の安全性と問題

点について指摘できる。

(学習プリント)

食品添加物の安全性と聞題

点についての鞠 韓

で指摘があいまいである。

働 の話し合いで発表され

た意見について確認し、ま

とめさせる。)

帥 2知 識を

生かし、適切な食品

選択をする観点を考

えることができる。

IPa義

提示された食品表示を比較

検討 し、体への影響を考え

ながら、食品を選択する観

点をいくつかあげることが

できる。

提示された食品表示読み取

り、食品添加物の知識を生

かして、食品を選択する疑

点をあげることができる。

働 言 ・学習プリント)

串 する観点に、学

習した食品添加物の知識が

生かされていない。

(他の生徒の発表を聞かせ

気づいたことをもとに自分

の考えをまとめさせる。)

, 今日弱経酵題 安全な食品を選ぶためにはどんなことに気をつけたらよいだろうか

喩
難
1士
堰翻

匠王ヨ 圧三ヨ
食搬 鉄 翻 加 ち   簿

守
遵と

□ 回
数帥 帥 る

 鞘 朝蓬

学習のまとめ

・表示をよくみて
惑

・なるべく食品添

碧惣建懲
ない

。離 都 用する

ぺ
%ジエ転

オレンジ

□ :幕才亨十暮克
□ 躍空‐ギ

長い間とり翔ると
↓

納峨るものもある
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食材にこだわる 学 習プリント

今日の学習課題

比べてみよう1 見た目 値段 醐

く食品添加物の安全性と剛鞠紗

で定められている

)が 確認されている

学習日

買 い た Rr のヽ をま ど っ ち ?

:  臣 理 由 ]

簡単にチェジクしてみよう

組み合わさると

長い間とりつづけると

日

各種の試験`こより (

学習のまとめ

自分の考え

組  番 酪 班

ポイント 先生が買っ【た食品 班で買 った食品

見 た 目

値  段

消費期限

原 材 料

今日の授業でわかったこと 考 えたこと

授業を終えて もっと知りたくなったこと

班の話 し合いに積極的に参加できたか

加工食品の選び方を考えることができたか

積極的略参加できた     参批てきた      できなかった

考えることができた  着見を聞tでヽ考えることができた でき北かった
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